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表紙の題字
専修大学文学部名誉教授
書家　仲川 恭司先生

「『育』という字は、赤ん坊が胎
内から頭を下にして生まれてく
る様子と、子どもを女性が両手
で抱きかかえるようにあやす、
子どもを育てる様子を表してい
ます。『友』は手と手が合わさっ
てできた象形文字です。学生が
育つのを支援する友の会という
メッセージを強調すべく、全体
的に肉付きのよいふくよかなイ
メージで書いてみました」

熾烈な予選会を突破し、箱根駅伝
の舞台に７年ぶりに帰ってきた専大。
表紙は４区スタート地点の平塚中
継所。上は7区スタート地点の小
田原中継所で襷をつないだシーン。
箱根駅伝は 6頁からの特集で詳
しく紹介しています。

表紙の写真
箱根駅伝

02 グラフ専修

 コロナに負けるな！
 学食で元気をチャージ
06 特集Ⅰ 箱根駅伝

11 特集ⅡWEB就職懇談会ダイジェスト
 11 パネルディスカッション　就職活動体験談
 16 講演　就職活動の現況報告と就職支援体制について
                専修大学キャリア形成支援課長　岩瀬文人
 19 講演　本学卒業生が語る！人事担当者としての視点
                株式会社ディー・エヌ・エー
               ヒューマンリソース本部 人事総務部人事グループ グループマネージャー　
               加藤大国

21 育友会アクティビティ
 21 第２回全国支部長会、録画配信で開催
 22 第２1回育友会奨励賞 表彰式
 24 育友会奨励賞 受賞作品紹介 断る理由がない無償の価値
   　　　　　　　経営学部３年　石川雄也

29　支部ネット　埼玉支部、長野（長野）支部
30　教えてあなたの○○

 今回のテーマは「パワーフレーズ」
32　〈シリーズ〉われらイキイキ専修人 
 エイベックス・マネジメント株式会社　
　　　芸能マネジメントグループ第１芸能ユニットチーフプロデューサー　犬塚さくら
 苦しいことも楽しいことも、大切な経験

 27　委員会活動報告
  27　育友会奨励賞選考委員会
  28　スポーツ応援推進委員会

10　学生の挑戦
　    サンロッカーズ渋谷入団、身長も器もビッグマン
　    体育会バスケットボール部　経済学部４年　西野 曜

 『育友』は、専修大学一部（昼間部）全学部に
在学する学生の父母（保護者）の会である育
友会が、年４回発行する会報誌です。大学
と会員が情報を共有し、互いによきメッセー
ジを送り合う場にしたいと考えています。
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163秋号を読まれた方から、アンケートはがきで感想をいただきました。その一部
をご紹介します。このコーナーに掲載された方には専大グッズを進呈いたします。

　リモートによる会議など不慣れな環境下での会報『育友』編
集委員会となりましたが、それぞれ意見やアイデアを出し合い、
協力して本誌164冬号を発行することができました。
　本号では、今年度初の試みとして10月31日にYouTubeに
てライブ配信されました「Web就職懇談会」の様子をダイジェ
ストでお届けしています。よろしければ是非とも読者アンケート

に感想などお寄せくださいませ。
　2021年も引き続き皆さまに喜んでいただけるような誌面づく
りを心がけ、子どもたちの大学生活を身近に感じていただけれ
ばと思います。
　冬の寒さもまだまだ続きますが、新しい春の訪れを楽しみに、
卒業までの日々を皆さまと一緒に大切に過ごしてまいりたいと思
います。
　末尾になりましたが、本誌発行にご協力いただきました皆様
に感謝申し上げます。今後とも宜しくお願い致します。
� （担当：岡井仁編集委員）

　令和2年4月から、新たに『専修大学・石巻専修大学「社会知
性(Socio-Intelligence)の開発」推進募金』がスタートいたしました。
学校法人専修大学は21世紀ビジョンとして「社会知性の開発」を
掲げており、募金を通じて社会知性の開発を推進していきます。こ
の募金は、本学が進めている事業のうち、A国際交流の推進支援、
B学生スポーツ活動の振興、C学生への経済的支援、Dキャリアデ
ザインプログラム充実支援、E学生のボランティア活動支援、F多
目的ホール・シート募金及びチェア募金、G教員の研究活動支援、
Hその他の８項目を募金目的の柱としています。また、それぞれの
募金目的について、具体的に使途を明示しております。これにより
皆様が、本学の活動のうち、より強化・充実させたいと思われるも
のを具体的に指定し、支援することができる仕組みとなっておりま
す。皆様のご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。
　募金の詳細につきましては、ホームページ等をご覧ください。

専修大学・石巻専修大学
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金

大学から
の

お知らせ

　私自身が卒業生であり、昔と今の違い、専修大学の時
代ごとの流れを興味深く感じることができました。特集
の座談会で読んだ１年生の境遇は忍びなく思います。私
の娘も１年生なので案じています。愛知・Tさん
　常に最新のキャンパス情報をお届けできるよう『ひらく支える
Communication 育友』は、読者目線を大切にしてまいります。

　特集「コロナの時代のキャンパスライフ」をじっくり読
みました。特に学生の１日の流れが興味深かったです。自
由時間の過ごし方も人それぞれですね。父母からの質問も
納得のいくものでした。対面授業もある程度入れないと学
生は課題ばかりに追われてしまうので、よいのか？と思っ
てしまいます。めでたく箱根駅伝に出場が決まったので記
事として取り上げてほしい。神奈川東・Yさん
　今後も共感いただける特集をテーマにお伝えします。箱根駅伝
特集をお読みいただき、ぜひ選手たちの熱い思いを感じてください。

読 者 声の
　大学に入学してほとんど連絡もくれない娘。どうしてい
るかと思っていた矢先に秋号に娘の写真が載っていまし
た！　とても元気にしている娘の姿を見れて嬉しく思いま
した。福岡（小倉）・Nさん
　ゼミ・キャンパス通信、部・サークル活動など、一人でも多くの
日常をお伝えすることも、使命と考えております。

　特集を読み、（座談会の学生に比べ）息子はだらけている
な…と正直不安になりました。息子も私も初めてのコロナ生
活。部屋でパソコンに向かって本当に勉強しているのかは、
息子任せなので私は真実はわかりません。他の学生さんはど
のように過ごされているのでしょうか…。神奈川西・Iさん
　コロナ禍、当たり前の学生生活を過ごせない日々。ご子息と
キャンパスの情報共有にも是非『育友』をご活用ください。

　子供からより、詳しい正確な情報を『育友』に頼っています。
毎号楽しみに隅々まで読んで15冊が並びました。あと１冊
に…。学校の周辺の写真も様子が窺えました。経営学部、間
嶋先生の原稿はコロナから経営の研究へと続き、わかりやす
く読むことができました。いろいろなページで “コロナ”の
文字がありましたが、今までの「当たり前」のありがたさ、
上手な付き合い方、踏み出す勇気を見つけて、いつまでも立
ち止まっていてはいけないと、元気づけられる結び !!頑張ら
なければ !!福岡（博多）・Yさん
　長年『育友』をご愛読頂き有難うございます。これからも皆様
の知りたいを考えながら、企画・編集してまいります。

（担当：伊藤明編集委員）

募金目的
A国際交流の推進支援
　01海外留学支援募金
　02海外留学生支援募金
　03日本・ラオスプロジェクト事業募金

E学生のボランティア活動支援
　09学生ボランティア活動支援募金
F多目的ホール・シート募金及びチェア募金
　10多目的ホール・シート募金
　11チェア募金
G教員の研究活動支援
　12奨学寄付
Hその他
　13その他使途を特定しない支援

B学生スポーツ活動の振興
　04学生スポーツ活動支援募金
C学生への経済的支援
　05経済支援奨学生募金
　06学術奨励奨学生等支援募金
　07古本募金
Dキャリアデザインプログラム充実支援
　08キャリアデザインプログラム充実支援募金

Tel : 03-3265-3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp

専修大学募金局
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